
イマドキの学生事情

特 集 企 画 

～ボランティアってどうよ?! ～ 

 今回のインタビュー
先は女子美術大学で
す。「プロジェクト・コラ
ボレーション」という授
業を通して、地域のつ
ながり作りの活動に参
加した学生に話を伺い
ました。 
 詳細は2面をご覧くだ
さい。 

傾聴ボランティアスキルアップ講座 

インタビュー協力 ： 女子美術大学

（左から）森くるみさん、沼崎 美香さん、塩田 良さん 

センター注目企画 ：  ボランティア交流会のお知らせ
はじめてのボランティア説明会 
杉並ボランティアセンターは事務所を移転します！ 



【特集企画】 ボラセン × 学生

イマドキの学生事情～ボランティアってどうよ  2nd Season～ 

 昨年度の特集企画「イマドキの学生事情～ボ
ランティアってどうよ？！～」では、区内六大
学の教職員から学生生活や学生のボランティア
活動について伺いました。今年度の特集企画で
は学生へ直接インタビューを行い、率直な意見
を発信していきます。まさにイマドキの学生事
情です。 
 今回は、女子美術大学（以下 女子美）4年
生の森（もり）くるみさん、沼崎 美香（ぬま
ざき みか）さん、塩田 良（しおだ つか
さ）さんにご協力いただきました。 

☆センターからのお知らせ☆

（取材：阿部） 

女子美術大学は、和田地域にある中学校から大学・
短期大学まである一貫校です。大学は芸術学部のみ、
学科で構成されており、今回インタビューに協力して
くれた 名はアート・デザイン表現学科に在籍していま
す。同学科の准教授である鈴木理恵子先生に紹介し
ていただきました。塩田さんと沼崎さんはヒーリング表
現領域、森さんはメディア表現領域を専攻しています。
専攻の異なる 人は 年次の必修科目「プロジェクト・
コラボレーション（以下 ・ ）」で出会いました。 ・ は
人の教員からそれぞれ企画が出されます。地球環境
問題の解決に取り組む団体のキャラクター制作企画
の「産学連携キャラクター開発プロジェクト」や、水産総
合研究センターと協力して魚や海洋生物をテーマにビ
ジュアル表現をする「水族コンテンツ制作プロジェクト」
などがあり、内容は多種多様です。専攻による選択の
制限はなく学生が関心のある企画に参加する授業で
す。

地域の中にある大学・地域を知らない学生 

 以前は女子美に通うために上京してきた学生の
下宿先として、商店街や地域の方が協力していた
こともありました。そのため地域の方は女子美の
学生のことを身近に思っているそうです。しかし、
今は寮や賃貸アパートなどを利用していて、学生
と地域の接点はほとんどなくなっています。今回
話してくれた学生も、「和田商店街はただの通学
路という感覚でした」と話してくれました。学生
の多くは大学があるからその地に通っているため、
大学の地元への関心が強いわけではありません。 
 P・Cで出されている8つの企画のうち、学生と
地域の方が一緒に活動する企画は鈴木先生の企画
のみでした。企画名は「女子美×親子で街デ
ビュープロジェクト（※）」。和田地域に住む子
育て中の母と子への支援活動を展開する〈わだっ
ち〉とのコラボレーションです。企業とのコラボ
企画に参加したい学生が多い中、3人は知らない人
と接することや、身近な人と共に作り上げること
に興味が沸きこの企画に参加しました。 

好奇心から活動へ 

 塩田さんと沼崎さんは女子美に入ってから、ボ
ランティアにも参加していました。 
塩田さんは、東松島で仮設住宅での活動でした。
短大の活動でしたが、大学からの参加も可能でし
た。「東松島に行ってみたい！と思って参加しま
した。そこで、『また来年も会いたいね』と言っ
てもらえたことが心に残っています。私たちはが
れきの撤去作業もできないし、家を建てることも
できないけれど、できることがあるということを
気付かせてくれましたし、可能性を信じてくれた
ことがうれしかったです。また会いたいという思
いで、3年まで参加しました」。 
 沼崎さんは、靴箱プロジェクトに参加しました。
他大学と連携して行っている活動です。「女子美
で箱にペイントをし、他大学で作成した教材や遊
具を入れてバングラディッシュの子どもたちに送
る活動です。箱にペイントできるなんて面白そ
う！と思って参加しました。」と活動に参加した
理由を話します。「当時は任意団体で、自費での
活動でした。参加人数は4名しかおらず、作成する
数が増えてきたことで資金面でとても厳しくなり
ました。活動を続けるために大学の協力が必要と
なり、同好会として申請をしました」。 
 沼崎さんを中心に、靴箱プロジェクトは学内の
同好会として正式に認可され、現在は十数名の後
輩たちが活動しています。 
↗（本誌5面に続く） 

↘（本誌2面続き） 

 3人が共通して話していたことは、≪自分自身に
も成長があった≫ということです。「この授業で
知り合うことがなければ、こんなに商店街や和田
地域について関心を向けることはなかったと思い
ます。今では通学路で地域に住むママさんたちと
ばったり会うと話せる関係になりました」。 

地域活動で自身の成長 

これからボランティアを始めたい方を対象にした基本的な説明会です。 
「ボランティアって何？」「どうしたら活動を始められるの？」などのご質問にお答えします。 

【日 時】1月27日（土）13：30～15：00 / 30日（火）10：00～11：30 / 13：30～15：00 
【会 場】杉並ボランティアセンター(荻窪5-15-13 あんさんぶる荻窪 5階) 
【対 象】ボランティア活動に興味のある方 
【定 員】各5名（先着順） 
【申込み】各回3日前までに電話もしくはFAXにて 
【問合せ】杉並ボランティアセンター  TEL：03-5347-3939  FAX：03-5347-2063 

 杉並区社会福祉協議会 杉並ボランティアセンターは、平成30年3月末をもちまして、下記新住所に移転する
こととなりました。

〒 天沼 （ウェルファーム杉並） 階
： ：

※電話番号の変更はありません。 

地域の方とのつながりができた 

 授業にはわだっちのスタッフの他に、地域の親
子や商店街の方が参加します。そこでヒントを得
て生まれた企画の一つに、商店街の店舗で行う
ワークショップがあります。小さい子どもでもで
きるものを学生が提案し、商店街の方々と共に作
り上げ、地域に住んでいる親子が参加します。
「普通の学生生活であれば、ほぼ接することのな
い方々との出会いがありました。苦労も多くあり
ましたが、その分とても楽しく展開できたと思い
ます。人生の先輩方の話を聞けて、とても勉強に
もなりました」と塩田さんは話します。 
 森さんは地域のことを聞くために、商店街へ頻
繁に足を運んだそうです。「伺った先の店主の方
だけでなく、買い物に来ている地域の方もやさし
い方々でした。伺う予定のお店がわからず、場所
をたずねたお父さんと息子の親子が親身になって
探してくれました。和田地域の方々のあたたかさ
を感じた経験の一つです」。 

「一人で作るものではなく、違う専攻の仲間とふ
れ合い、地域の方々や商店街のみなさんと作り上
げることで、私たちの中に残るモノはとても多く
ありました」と沼崎さんは話します。 
 授業が終わって1年以上たった今でも、インタ
ビューが始まる前の雑談で商店街にある惣菜店の
話が出て来ていたほど、彼女たちにとって和田と
いう地域は馴染み深い存在となっています。人と
関わることで自分自身が変わることや、世界が広
がっていくことを学生たちは肌で感じていました。 

 2人が活動に飛び込んだ理由は、やってみたい、
おもしろそうといった好奇心です。ボランティア
活動について「興味があるから参加したので、こ
のような活動もボランティアになるんだなと思い
ました」と笑顔で話しました。 

新住所 

 あんさんぶる荻窪で出会った皆さまに感謝をこめて交流会を開催いたします。当日はバイオリン演奏やお茶と
お菓子を食べながら、楽しいひとときを過ごしたいと思います。ぜひ、ご参加ください。 

【日 時】2月23日（金）14：00～16：30 
【会 場】杉並ボランティアセンター(荻窪5-15-13 あんさんぶる荻窪 5階) 
【定 員】25名 
【参加費】無料 
【申込み】電話もしくはFAXにて 締切：2月20日（火） 
【問合せ】杉並ボランティアセンター  TEL：03-5347-3939 FAX：03-5347-2063 

ボランティアって
なんだろう？ 
まずは話しを聞
いてみよう！ 

皆さまのご来場
お待ちしておりま
す♪ 

※親子で街デビュープロジェクト
消費者アドバイザーの西本則子さんと杉並区和田地域に住む育
児休暇取得中のママ・子供たち、商店街の皆さんが大切に育てて
いるプロジェクト。 年にスタートした商店街ファンコミュニ
ティーは、新聞の発行やイベントなど活発に活動しており、 や
朝日新聞からも注目されています。




